
図Ⅲ-16 従業員規模別の一人当たり平均排出量推計結果（キシレン類、機械系製造業）
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図Ⅲ-17 従業員規模別の一人当たり平均排出量推計結果（ジクロロメタン、機械系製造業）

ジクロロメタン（機械系製造業；1～ 9 9人）
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図Ⅲ-18 従業員規模別の一人当たり平均排出量推計結果（トルエン、機械系製造業）
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図Ⅲ-19 従業員規模別の一人当たり平均排出量推計結果（ホルムアルデヒド、機械系製造業）

ホルムアルデヒド（機械系製造業；1～ 9 9人）
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図Ⅲ-20　　対象地域の金属系製造業における規模別排出量の推計結果（例）
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図Ⅲ-21　　対象地域の機械系製造業における規模別排出量の推計結果（例）
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５ 非点源排出源からの排出・移動量の推計結果

各大カテゴリー毎に対象物質別カテゴリー別に排出・移動量を整理したものを表Ⅲ-49～

表Ⅲ-53に示す。

表中の「環境排出量」は、「大気」、「公共用水域」、「土壌」の各排出量の合計を、「移動量」は、

「廃棄物」としての移動量を示す。

表Ⅲ-49 「農薬散布」におけるカテゴリー別排出量推計結果

対 象 物 質 環 境 排 出 量 （kg／ 年 ）
整 理
番 号

物 質 名 ランク 農 地 等 造 園 森林 ゴルフ場 公園 合 計

1 亜 鉛 化 合 物 法 Ｂ 1 2 3 0 0 0 0 1 2 3
9 イソキサチオン 法 Ｃ 2 , 6 3 7 0 0 1 , 3 3 1 7 7 1 4 , 7 3 9
1 0 イプロベ ンフォス 法 Ｃ 8 , 1 3 3 0 0 0 0 8 , 1 3 3
1 6 クロロタロニル 法 Ｃ 1 , 6 2 9 3 , 5 5 1 0 8 3 7 4 9 6 , 0 1 2
2 6 クロルピリホスメチル Ｂ 2 0 8 0 0 0 0 2 0 8
2 8 クロロピクリン Ｂ 4 8 , 3 4 7 0 0 0 0 4 8 , 3 4 7
2 9 シマジン 法 Ｃ 9 4 0 0 0 2 0 0 9 6 0
3 1 チオベンカルブ 法 Ｃ 8 , 9 2 0 0 0 0 0 8 , 9 2 0
3 5 酸 化 フェンブタスズ Ｂ 1 5 4 0 0 0 0 1 5 4
3 7 シアン化 合 物 法 Ｂ 1 , 0 4 6 0 0 0 0 1 , 0 4 6
3 8 イソプロチオラン 法 Ｃ 5 , 2 4 8 0 0 8 8 4 0 6 , 1 3 2
3 9 ダイアジノン 法 Ｂ 6 , 4 6 8 0 0 5 8 9 0 7 , 0 5 7
4 0 エチルチオメトン Ｂ 2 , 3 7 3 4 , 0 4 1 0 0 0 6 , 4 1 4
4 7 1 , 3 -ジクロロプロペ ン 法 Ｂ 1 3 5 , 1 9 6 0 0 0 0 1 3 5 , 1 9 6
5 1 ジ クワット Ｂ 1 , 3 6 4 2 , 5 0 1 0 0 6 4 4 4 , 5 1 0
5 9 フェニトロチオン 法 Ｂ 9 , 6 2 7 0 2 7 5 9 5 5 1 , 5 1 0 1 2 , 3 6 6
6 0 臭 化 メチル Ｂ 1 1 6 , 6 6 0 0 0 0 0 1 1 6 , 6 6 0
6 5 クロルピリホス Ｂ 4 0 7 0 0 2 9 0 0 6 9 7
6 8 銅 化 合 物 （溶 解 性 ） 法 Ｃ 5 , 4 4 6 0 0 1 0 0 5 , 4 5 6
7 7 トリフルラリン Ｂ 5 2 8 2 , 7 5 5 0 0 1 1 9 3 , 4 0 1
8 3 チ ウラム 法 Ｂ 4 9 9 1 , 1 2 8 0 5 5 1 1 6 1 , 7 9 8
8 5 パ ラコー ト Ｂ 1 , 8 8 3 0 0 0 0 1 , 8 8 3
8 7 ヒ素 及 び そ の 化 合 物 法 Ａ 0.1 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 1
8 9 ＥＰＮ 法 Ｂ 2 , 1 8 9 0 0 0 0 2 , 1 8 9
9 1 フェンチオン Ｂ 3 , 0 6 9 0 0 1 0 0 3 , 0 7 9
9 7 プ ロピザミド 法 Ｃ 2 8 2 0 0 3 1 2 0 5 9 4
9 8 プ ロポキスル Ｂ 2 4 9 0 0 7 1 0 3 2 0
1 0 1 ベ ンゾエピン Ｂ 1 , 1 9 5 0 0 0 1 1 2 1 , 3 0 7
1 0 2 ペ ンタクロロニトロベ ンゼン Ｂ 1 , 8 9 5 0 0 0 0 1 , 8 9 5
1 0 6 マ ラソン Ｂ 1 , 9 8 3 0 0 0 5 7 1 2 , 5 5 3
1 0 8 フェノブカルブ 法 Ｃ 3 , 0 3 9 3 , 4 0 3 0 0 0 6 , 4 4 1
1 1 2 ジ クロルボス 法 Ｂ 3 , 8 8 2 6 , 9 8 8 0 1 1 , 8 8 1 1 2 , 7 5 1
1 1 8 アルミニウム化 合 物 （溶 解 性 ） Ｃ 1 5 0 0 0 0 1 5
1 2 2 モ リネ ー ト Ｃ 1 , 5 8 0 0 0 0 0 1 , 5 8 0
1 2 5 エ トフェンプロックス Ｃ 1 , 7 1 6 0 0 1 9 9 7 2 1 , 9 8 7
1 2 6 カプタン Ｃ 1 , 6 7 7 2 , 6 7 3 0 1 0 4 , 3 5 1
1 2 7 カルバリル Ｃ 1 , 6 7 9 0 8 8 2 0 0 2 , 5 6 1
1 3 7 2 , 4 -ジクロロフェノキシ酢 酸 Ｃ 1 , 1 2 3 0 0 2 0 1 , 1 2 5
1 3 9 ジ メトエ ー ト Ｃ 1 , 9 4 8 0 0 0 0 1 , 9 4 8
1 5 8 フサライド Ｃ 2 , 4 5 7 0 0 0 0 2 , 4 5 7
1 6 2 ブ ロマシル Ｃ 5 3 6 7 7 8 0 0 1 5 9 1 , 4 7 3
1 6 3 トリシクラゾー ル Ｃ 4 6 8 1 , 8 0 8 0 0 0 2 , 2 7 7
1 6 7 マンゼブ D 1 5 , 1 0 5 0 0 1 7 9 0 1 5 , 2 8 4
1 6 8 メソミル Ｃ 6 , 4 3 1 0 0 0 0 6 , 4 3 2
1 7 0 メチダチオン Ｃ 1 , 1 9 1 3 , 6 3 5 0 0 2 4 4 5 , 0 7 0



表Ⅲ-50 「移動発生源」におけるカテゴリー別排出量推計結果

表Ⅲ-51 「家庭・オフィス等」における大気への排出量推計結果

表Ⅲ-52 「家庭・オフィス等」における排出・移動量推計結果

対象物質 大気への排出量（kg／年）
整理
番号

物質名 ランク 自動車 二輪車 船舶 鉄道 航空機 合計

6 アセトアルデヒド 法Ｂ 88,615 1,840 4,123 6.9 79 94,664
21 キシレン（類） ≦法Ｄ 95,202 102,061 4,123 6.9 0 201,393
79 トルエン ≦法Ｄ 51,013 128,935 3,093 5.2 28 183,074
92 1,3-ブタジエン 法Ｂ 17,516 4,493 4,123 6.9 55 26,195
100 ベンゼン 法Ａ 63,861 57,300 4,123 6.9 12 125,303
105 ホルムアルデヒド 法Ｂ 209,653 4,664 12,370 20.7 256 226,964
123 エチルベンゼン Ｃ 23,892 21,482 1,031 1.7 0 46,406
176 多環芳香族炭化水素類 法Ｂ 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6

対象物質 大気への排出量（kg／年）
整理
番号

物質名 ランク 塗料
防虫・
消臭剤

接着剤 水道 合計

2 アクリルアミド Ｂ 1 0 0 0 1
5 アクリロニトリル 法Ｂ 12 0 0 0 12
21 キシレン（類） ≦法Ｄ 836,330 0 0 0 836,330
32 クロロホルム 法Ｂ 0 0 0 3,846 3,846
48 ジクロロブロモメタン Ｂ 0 0 0 2,298 2,298
49 p-ジクロロベンゼン 法Ｂ 0 693,997 0 0 693,997
63 スチレンモノマー Ｂ 3,501 0 0 0 3,501
79 トルエン ≦法Ｄ 757,120 0 0 0 757,120
105 ホルムアルデヒド 法Ｂ 571 0 87,358 0 87,929
123 エチルベンゼン Ｃ 527 0 0 0 527
124 2-エトキシエタノール Ｃ 11,731 0 0 0 11,731
134 酢酸 2-エトキシエチル Ｃ 13,078 0 0 0 13,078
135 酢酸ビニルモノマー Ｃ 401 0 2,204 0 2,605
160 フタル酸ジ-n-ブチル Ｃ 2,862 0 0 0 2,862
166 ペンタエリスリトール Ｃ 804 0 0 0 804

対象物質
整理
番号

物質名 ランク 水道 洗浄剤 合計 電池 蛍光管 合計

1 亜鉛化合物 法Ｂ 0 0 0 266,905 0 266,905
3 2 クロロホルム 法Ｂ 307 0 307 0 0 0
4 8 ジクロロブロモメタン Ｂ 15 0 15 0 0 0
6 2 水銀及びその化合物 法Ｂ 0 0 0 0 93 9 3
10 5 ホルムアルデヒド 法Ｂ 0 0 0 0 0 0
10 7 マンガン化合物 法Ｂ 0 0 0 143,646 0 143,646
12 1 モノエタノールアミン Ｃ 0 14,368 14,368 0 0 0
15 6 ハイドロキノン Ｃ 0 0 0 0 0 0

公共用水域への排出量（kg／年） 廃棄物としての移動量（kg／年）



表Ⅲ-53 対象外業種における排出・移動量推計結果

対象物質 大気への排出量（kg／年）
公共用水域
（kg／年）

廃棄物移動
（k g／年）

整理
番号

物質名 ランク 塗料 接着剤
燃料
小売業

医薬品 写真現像

2 アクリルアミド Ｂ 2 0 0 0 0 2
5 アクリロニトリル 法Ｂ 16 0 0 0 0 1 6
2 1 キシレン（類） ≦法Ｄ 1 ,096,404 0 28,961 0 0 1 ,125 ,365
6 3 スチレンモノマー Ｂ 4,590 0 0 0 0 4,590
7 9 トルエン ≦法Ｄ 992,563 0 72,402 0 0 1 ,064 ,965
100 ベンゼン 法Ａ 0 0 39,821 0 0 39,821
105 ホルムアルデヒド 法Ｂ 774 0 0 5 ,644 0 6,418
123 エチルベンゼン Ｃ 691 0 0 0 0 691
124 2 -エトキシエタノール Ｃ 15,379 0 0 0 0 15,379
134 酢酸 2-エトキシエチル Ｃ 17,145 0 0 0 0 17,145
135 酢酸ビニルモノマー Ｃ 526 966 0 0 0 1,492
156 ハイドロキノン Ｃ 0 0 0 0 2 ,995 2,995
160 フタル酸ジ-n-ブチル Ｃ 3,752 0 0 0 0 3,752
166 ペンタエリスリトール Ｃ 1,054 0 0 0 0 1,054

排出・移動量
合計
（kg／年）



６.「継続地域」におけるカテゴリー別排出量の9年度との比較

「継続地域」とは平成9年度の対象地域であった、神奈川県（湘南地域）、愛知県（西三河地域）

及び川崎市のことである。

10年度の結果は、9年度と推計方法が変わったことによる見かけ上の変化や、新たな知見に基づ

いて修正を行ったものが含まれている。


